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Abstract
　　Korea revised its medical laws in 2009 and established medical tour-
ism. This paper focuses on support for medical interpretation in Busan, 
Korea, which aims to promote medical tourism and to clarify business 
initiatives and issues. The paper also considers how medical interpreta-
tion personnel could be secured in rural areas of Japan. 
　　Busan City covers a wide area, consisting of 15 districts and one 
county on the southeastern end of the Korean peninsula. Busan Port is 
Korea’s largest and plays a central role as an international trade hub in 
East Asia, and Busan is an international city. In Busan City, 400 people 
were registered as medical interpreters. The reasons the city has such 
human resources for interpretation are as follows. The interpreters are 
Koreans, but Busan City has many universities, including Busan Univer-
sity and Busan Foreign Language University, so it is possible to develop 
a workforce that is familiar with foreign languages. Traditionally, foreign-
ers have come and gone through the port, and Koreans who have mar-
ried Russians, Japanese people, and other foreigners have acquired the 












（Lunt, N.& Carrera, P. 2010）。
　世界的にみれば、2007 年に世界の医療ツーリズムの患者数は 2,500 万人
を突破しており（ユジユン 2009）、その最大の送出し国であるアメリカで
は安価な医療費を希求してアジア諸国へ渡航する現状を「医療のアウトソ
ーシング」（Bies and Zacharia 2007）と比喩される。主要受入れ国のタイ
は古くからその目的地として、また、インドは医療ツーリズムのグローバ


































ド観光への高い関心（チョ 2006, 朴 2008 など）がある。インバウンド観
光の振興は外貨獲得の手段として、韓国政府の樹立後一貫して重要視され
てきた（渡邉ほか 2001）。韓国の医療技術水準は先進国の水準でありなが
ら医療費は OECD 国家の 3 分の 1 であるが、アメリカの診療費は韓国よ












よう許容している。続いて、2009 年 5 月 1 日から施行された医療法第 27
条第 3 項第 2 号および第 27 条の 2 では医療観光という用語の代わりに
「外国人患者誘致」という用語が使用され、医療機関による患者誘致を認














　釜山市は、朝鮮半島南東端の 15 区 1 郡からなる広域市であり、面積は
















内在住外国人は増加しており、総人口の 1.4％、約 5 万人である。
　2009 年に韓国で医療法が改正されると、釜山市は、全国の自治体に先
駆けて医療ツーリズム事業を推進した。釜山市内の、総合病院 3）28、病
院 84、療養病院 108、精神病院 19、韓方病院 7、歯科病院 9、医院 2,035、
韓医院 947、歯科医院 1,018、助産院 10 の計 4,265 の医療機関のうち、釜
山市資料によると 2010 年 178 か所 4）の医療機関が外国人患者誘致登録医
療機関に登録し、全国の登録数の約 1 割を占める。この登録医療機関を訪
れた外国人患者 5）の国籍は、2009 年の時点でロシア 1,152 名、中国 635




























































































































の影響が憂慮されているとの報道がある（日本経済新聞記事 2019 年 1 月 25 日）。
2）韓国では、Medical tourism は「医療観光」と呼ばれる。チョ（2006）によれば、「医療観光」














たと言われるが、2019 年現在 29 の医療機関が取得している（JCI ホームページによる）。
9）「糖尿病治療＋観光ツアー、徳島県が世界へ PR」（読売新聞記事 2010 年 3 月 22 日）。
10）山形市ホームページによる。
韓国釜山市の医療ツーリズム事業における自治体医療通訳支援 193
11）日本医師会は 2010 年 6 月 9 日に、営利企業が関与する組織的な医療ツーリズムや混合診療の全
面解禁に反対する声明を出した。
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